ONKYO 


インテグレーテツドステレオアンプ 

A-1VL 

取扱説明書 


お買い上げいたださまして、ありびとラございます。 
ご使用前にこの「取扱説明書」をよくお読みいただ 
き、正しくお使いください。 

お読みになったあとは、いつでち見日れる所に保証 
書、オンキヨーご相談窓口 -修理窓口のご案内ととも 
に大切に保管してください。 
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主な特長 


■オンキヨー独自開発のデジタルアンプ技術、 rVL digitalj を搭載したステレオデジタルアンプ 

ダイレクト 

■ 他のアンプと接続し、パワーアンプとしても使える D 旧 ECT 機能 
■ システム拡張に対応したプリアウト端子 

■ L/R チヤンネルそれぞれに卜□イダルトランスを使用、 L/R の電源を分離ずることで相互の干 
渉を防ぎ、さ5なる音質向上 
■ 八イグレード スピーカー ターミナル採用 
■ インレツトタイプの電源コード 


付属品 

ご使用の前に次の付属品びそろっていることをお確かめください。 
() 巧の数字は数量を表しています。 


♦リモコン ( RC -573 A )(1) •電源コード 


(1) ♦取扱説明書 . （本書 1) 


♦乾電池(単=お、 R 6) (2) 




♦保証書 .(1) 

♦オンキヨーご相談窓口- 
修理窓口のご案内 .(1) 


カタ□グおよび包装箱などに表示されている型名の最後にあるアルフアベットは、製品の色を表ず記号でず。 
色は異なっても操作ち法は同じでず。 


音のエチケット 

楽しい映画や音楽わ、時間と場所によっては気になるものです。 

隣り近所への配慮を十分にしましょラ。特に静かな夜間には窓を閉めるのち 
一つの 方法です。 

お互いにむを配り、快い生活環境を守りましよラ。 
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才ーデイオ機器の正しい ffi いかた 


才ーデイオ機器を安全にお使いいただくため、ご使用の前に必ずお読みくださし、。 


給表示について 

この「取扱説明書」および製品への表示では、製品を安全に正しくお使いいたださ、あなたや他の人々への危害や 
財産への損害を未然に防止するために、いろいろな絵表示をしています。その表示と意巧は次のよラになっていま 
す。内容をよく理解してか5本文をお読みください。 

A 警告 

A ♦と - f*r 

この表示を無視して誤った取0扱いをすると、人び死亡または重傷を負ラ可能性び想定 
される内容を示しています。 

この表示を無視して誤った取り扱いをすると、人び傷害を負ラ可能性び想定される内容 
および物的損害のみの発生び想定される内容を示しています。 

/1\江局 



絵表示の例 

A A 記号はま意(警告を含む)を促す内容びあ 

ることを告げるものです。図の中に具体的 
/ス \ なミ主意内容(左図の場合は感電を意)び描か 
f 、 れています。 

〇記号は禁止の行為であることを告げるち 

1 のです。図の中やお傍に具体的な禁止内容 

(左図の場合は分解禁止)び描かれています。 

♦開は行為を側したり指示する内容を 
巧。 卽るものです。 

の抑離に厕柳な指ホ噓庙上図の 
M A 場合は電源プラグをコンセントか5抜いて 
■ • ください)び描かれています。 


A 警告 


■ 故障したままの使用はしない 


么魚 

電源プラグをコンセント 
か6巧いて<ださい 


♦万一、煙び出ている、変なにおいや音びするなどの異常状態のまま使用すると、火災•感電 
の原因とな0ます。すぐに本機の電源スイッチを切り、電源プラグをコンセントか5抜いて 
ください。 

煙び出なくなるのを確認して、販売ちに修理を依頼してください。 


■絶巧に裏ぶた、カバーははずさない、改造しない 



♦本機の裏ぶた、カバーは絶対にはずさないでください。内部には電圧の高い部分びあり、感 
電の原因となります。内部の点検-整備-修理は販売店に依頼してください。 

♦本機を分解、改造しないでください。火災•感電の原因となります。 


■ 10 0 V むがの電圧で使用しない 


0 


♦本機を使用でをるのは日本国内のみです。 

♦表示された電源電圧（交流1日日ボルト） L 处かの電圧や船舶などの直流 （ DC ) 電源には絶対 
に接続しないで<ださい。火災-感電の原因とな0ます。 


■ 放熱を巧げない 

Q 


♦本機の通風孔をふさびないでください。通風孔をふさぐと内部に熱びこわ0、火災の原因と 
な0ます。 

本機には内部の温度上昇を防ぐため、ケースの上部や底部などに通風孔びあけてありまず。 
次の点に気をつけてご使巧ください。 

•本機を逆さまや横倒しにして使巧しないでくださし、。 

• 本機を、専用ラック政かの巧し入れや本箱など風通しの悪い狭い所に押し込んで使巧しなし、 
で < ださし、。 

•テーブルク n スをかけたり、じゅラたん、ふとんの上に置いて使巧しないでくださし、。 

•本機を語:置する場合は、壁か52日〇111し^上の間隔をおいてください。また、放熱をよくずる 
ために、イ也の機器との間は、かし離して置いてください。ラックなどに入れるときは、機器 
の天面、横か520 cml ； LL 、 背面か5 ] 0 cm 政上のすさまをあけてください。 
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オーディオ機器の正しい巧いかた 


■ 水のかかるところに置かない- 

•風呂場では巧用しないでください。火が-感電の原因となります。 

水場での 
使巧禁止 

0 水妨れ♦本機は屋内専巧に設計されています。城5さないようにごま意ください。内部に水び入る 
^と と、乂災•感電の原因となりまず。 



■ 水の入った容器を置かない 


Q 


♦本機の上に巧びん、植木鉢、コップ、化粧品、薬品や水などの入った容器やルさな金属物を 
置かないでください。中に入った場合、乂災•感電の原因となります。 


■ 中に物を入れない 


Q 


♦本磯の通風孔などか5金属類や燃えやすいちのを差し込んだ0、落とし込んだりしないでく 
ださい。火災•感電の原因とな0ます。特にお子様のいるご家庭ではごを意ください。 


■ 中に水や異物が入った5 


么魚 

電源プラグをコンセント 
から巧いてください 


♦万一、本機の内部に水や異物び入った場合は、すぐに本機の電源プラグをコンセントか5抜 
いて販売店にご連絡ください。 


■ 電源コードを傷つけたり、加工しない- 

♦電源コードび傷んだ5 (芯線の露出、断線など）販売店に交換をご依頼ください。そのまま 
使用すると火災-感電の原因となります。 

♦電源コードの上に重いちのをのせた0、コードび本機の下敷にな5ないよラにしてくださ 
し、。コードに傷びついて、火災•感電の原因となります。コードの上を敷物などで覆うこと 
によ0、それに気付かず、重い物をのせてしまラことがあ0ますのでごを意ください。 
♦電源コードを傷つけたり、加工したり、無理に巧げたり、ねじったり、引っ張ったり、加熱 
した0しないでください。コードび破損して、乂災•感電の原因となります。 


A 

0 


■落としたり、破損した状態で使用しない 


電源プラグをコンセン h 
から巧いてください 


♦万一、誤って本機を落とした場含や、キャビネットを破損した場含には、そのまま使用しな 
いでください。火災•感電の原因となります。電源プラグをコンセントか5抜を、必ず販売 
店にご相談ください。 


■ 雷が鳴りだした5機器に舰れない 



参雷び鳴りだしたら、電源プラグには触れないでください。感電の原因となります。 


■ 乾電池を巧電しない 


Q 


♦乾電池は充電しないでください。電池の破裂や液ちれにより、火災、けびの原因となりま 
す。 
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才ーデイオ機器の正しい使いかた 


A 注 局 


■ 設置上のま意 

0 


♦強度の足りない台やぐ5ついたり、傾いたりした所など、不安定な場所に置かないでくださ 
し、落ちたり倒れたりして、けがの原因となることがあ0ます。 

♦本機の上に他のオーディオ機器を乗せたまま移動しないでください。倒れた0落下して、け 
びの原因となることびあります。 

♦本機の上に1日 k 呂し U 上の重い物やが枠か5はみ出るよラな大きなをのを置かないでくださ 
し、バランスびくずれて倒れたり落下して、けびの原因となることびあります。 


■ 次のよラな場巧に置かない 


0 


♦調理台や加湿器のそばなど油煙や湯気び当たるよラな場所に置かないでください。火災•感 
電の原因となることびあります。 

♦湿気やほこ0のをい場所に置かないで<ださい。火災-感電の原因となることびあります。 


■ 接続について 

A 


♦本機を他のオーディオ機器やテレビなどの機器に接続する場含は、それぞれの機器の取扱説 
明書をよ<読み、電源スイッチを切0、説明に従って接続して<ださい。また接続は指定の 
コードを使用してください。指定じ(がのコードを使用したりコードを延長したりすると、発 
熱し、やけどの原因となることがあ0ます。 


■ 使用上のま意 

0 


♦電源を入れたとをは音量（ボリューム）にを意してくださし、過大入力でスピーカーを破損 
したり、突然大さな音び出て聴力障害などの原因となることびありまず。 

♦長時間音び歪んだ状態で使わないで<ださい。アンプ、スピーカー等び発熱し、火災の原因 
となることがあ0ます。 

♦本機に乗ったり、ぶら下びったりしないでください。特にお子様にはごを意ください。倒れ 
た0、こわれた0して、けびの原因となることびあります。 


■ 電源コード、電源プラグのま意 


0 


♦電源コードを熱器具に近付けないでください。コードの被覆び溶けて、火災•感電の原因と 
なることびあります。 

♦说れた手で電源プラグを抜さ差ししないで<ださい。感電の原因となることびあります。 
♦電源プラグを抜くとさは、電源コードを引っ張5ないでください。コードび傷つさ、乂災 • 
感電の原因となることびあります。必ずプラグを持って巧いて<ださし、。 

♦電源コードを束ねた状態で使巧しないでください。発熱し、火災の原因となることがあ0ま 
す。 


魚 

電源プラグをコンセント 
から抜いてください 


♦旅行などで長期間、本機をご使巧にな5ないとさは、安全のため必ず電源プラグをコンセン 
卜か5抜いてください。乂災の原因となることびあります。 

♦移動させる場合は、必ず電源プラグをコンセントか5抜さ、機器間の接続コードなどが部の 
接続コードを外してから巧ってください。コードび傷つさ、火災■感電の原因となることび 
あ0ます。 


■ 電池について 

A 


♦電池をリモコンに挿入する場合、極性表示（プラス十とマイナスーの向き）にま意し、表示 
通りに入れてください。間違えると電池の破裂、液われによ0、火災、けびや周囲を巧損す 
る原因となることがあ0ます。 


0 


♦指定がの電池は使用しないでください。 また、 新しい電池とちい電池を混ぜて使巧しなし、 
でください。電池の破裂、液われによ0火災、けびや周囲の巧損の原因となることがあ0ま 
す。 

♦電池は、加熱したり、分解したり、火や水の中に入れないでください。電池の破裂、液ちれ 
により、火災、けがの原因となることがあ0ます。 
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オーディオ機おの正しい巧いかた 


■ スピーカーコードについて 


Q 


♦スピーカーコードを傷つけたり、ねじったり、引っ張ったり、加熱した0しないでくださ 
しん火災•感電の原因となることがあ0ます。 


■ 点検-工事について 


電源プラグをコンセント 
から巧いて<ださい 


A 


♦お手入れの隙は、安全のため電源プラグをコンセントか5抜いて行ってください。感電の原 
因となることがあ0ます。 


♦使用環境にちよ0ますび、2年に]回程度の機器内部の掃除をお勧めします。ちよ0の販売 
店にご相談ください。 

本磯の内部にほこりびたまったまま、長い間掃除をしないと火災や故障の原因となることび 
あ0ます。特に湿気の多くなる梅雨期の前に行ラと、より効果的です。なお、掃除、点検費 
用等についても販売店にご相談ください。 

♦電源プラグにほこりびたまると自然発火（トラッキング現象）を起こすことび知5れてし、ま 
す。年に数回、定期的にプラグのほこ0を取0除いてください。梅雨期前び効果的です。 


0 


♦シンナー、アルコールやスプレー式殺虫剤を本機にかけないでください。塗装びはげた0変 
おすることびあります。 



♦表面のミちれは、中性洗剤をラすめた液に巧を浸し、固く絞って拭走取ったあと、乾いた巧で 
拭いてください。 

化学ぞラさんなどをお使いになる場含は、それに添付のま意書をなどをお読みください。 
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本体、リモコンボタンの名前と働を 


前面パネル 


パつ一 

POWER スイッチ 

電源のオン/オフ 


バヮー 

POWER インジケーター 

電源び入っているときに点灯します。 


己ユーティング 

MUTING インジケーター 

S ユーテイング機能び働いて 


ボリューム 

VOLUME つまみ 

音量を調節します。 



リモコン受光部 

U モコンからの信号 
を受信します。 


入力切換つまみ 

再生する機器を選びます。 


D 旧 ECT ボタン 

プ U アンプを接続し、本機をパワーアンプ 
として使用するとさは「一 ON 」 にします。 


後面パネル 


フオノ 

PHONO 端モ 

オーデイオ用ピンコードを使って、レコード 
プレーヤーの音声出力端子と接続します。 


CD 端子 

CD プレーヤーの音声 
出力端子と接続します。 


メ>^ンイン 

MAIN IN 端子 

本機をパワーアンプとして 
使用する場合、プリアンプ 



ライン 

LINE 1端子 

テレビなどの音声出力 
端子と接続します。 


スピーカー インピーダンス セレクター 

SPEAKER IMPEDANCE SELECTOR つまみ 

接続するスピーカーのインピーダンスによって 
「8〜] 60」または「4〜80」に切り換えます。 


インレット 

AC INLET 

付属の電源コードを接続します。 
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本は、リモコンボタンのち前と働を 


リモコン (RC-573A) 


CD 部操作ボタン 

C- 1V L など U モコン受光部のつ 
いたオンキ3—製 CD プレーヤー 
を操作でさます。 CD プレーヤー 
を操作するとさは、 U モコンを 
CD プレーヤーの U モコン受光部 
に向けて < ださい。 


プレイ 

► PLAY ポタン- 

ディスクを再生をします。 


[ トップ 

■ボタン- 


再生を停止します。 

タン- 


再生を一時停止します。 


◄◄/►►ボタン 

早戻し、早送りをします。 


w / w ボタン 

トラックの頭出しをしまず。 


CD 





アンプ部操作ボタン 

本機の電源び入っているとをに 
本機を操作します。リモコンを 
本機の U モコン受光部に向けて 
<ださし、。 


ボリューム 

VOLUMEA . T ボタン 

音量を調節します。 

ーティング 

MUTING ボタン 

音を一時的に小さくします。 
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u モコンを準備する 


乾電池を入れる 


u モコンを使ラには 


〇 


リモコン送信窓口 



カバーを矢印のち 
向に持ち上げては 
ずす。 


0 



中の極性表示にし 
たびって、付属の 
電池2個を©(プ 
ラス）と©(マイ 
ナス）を間違えな 
いよつ【し入れる。 



カバーを戻す。 


ごミ主意 

• 種類の異なる電池や、新しい電池とちい電池を混用しないで 
ください。 

. 長期間 U モコンを使用しないとさは、電池の液漏れを防ぐた 
めに電池を取り出しておいてください。 

• 寿命びなくなった電池を入れたままにしておさますと腐食に 
より U モコンをいためることびあります。1」モコン操作の反 
応び悪くなったときは、ちい電池を取り出してとも新し 
い電池と交換してください。 

•使用頻度にちよりますび、付属の電池の寿命は約己力月で 
す。電池の交換時には、単3形をご使用ください。 


U モコンは本体の U モコン受光部に向けて操作してくださ 
し、。 


リモコン受光部 



ごミち意 

•U モ]ン受光部に日光やインパーター堂光巧などの強い光を 
直接当てると正しく動作しないことがあります。 

• ホが線を使った磯器の近くで使用したり、他の1」モコンを併 
用すると誤動作の原因となります。 

• U モコンの上に本など、ものを置かないでください。ボタン 
が巧し続けられた状態になり、電池び消耗してしまラことび 
お0ます。 

• オーディオラックのドアに色付きガラスを使っていたり、装 
飾フィルムを貼っていると、1」モコンが正萬に機能しないこ 
とびおります。 

.U モコンと U モコン受光部の間に障害物があると操作でさま 
せん。 
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接続をする 


擦続の前に 


• 電源コードは全ての接続び終わるまでつなびないでく 
ださい。 

オーディオ用ピンコードはな下のよラに接続して 
<ださい。 

•ホいプラグ旧の表示）をちチャンネル、白いプラグ 
(L の表示）を左チャンネルに接続してください。 

も啸）も(ホ） 

を(白） M — N ち(白） 


•コードのプラグはしっか 
りと奥まで差し込んでく 
ださい。接続び不完全で 
すと、雑音や動作不良の 
原因になります。 


差し込み不完全 



^^奥まで差し込んでください 


•オーディオ用ピンコードは電源コードやスピーカー 
コードと束ねないでください。音質び悪くなることび 


おります。 

•テレビの映像び乱れたり、本機の出力音舌に雑音び入 
るときは、本機をテレビか5できるだけ離して設置し 
て < ださい。 

0 設置の際は、本機の上部に他の機器をのせな 
いでぐださい。 

通風孔がふをびれてを険でず。 


スピーカーを 懲綜する 



スピーカーの 接続 


ち側に設置するスピーカーは本機のスピーカー端テの m」 
に、左側に設置ずるスピーカーは 「u に接続しまず。 
スピーカーのプラス往Iと本機のスピーカー端テのプラス 
库)、スピーカーのマイナス0と本機のスピーカー端テのマ 
イナス台をそれぞれ接続します。 


①スピーカーコードの ⑤しん線の巧端を 

被覆を^已 mm カットずる しっかりとよじる 


15mm 



感ねじを 
ゆるめる 



® しん線を差し込む ⑥ねじを 

締め付ける 



ごま意 

•プラス©とマイナス © を間違って接続したり、左ちのス 
ピーカーを間違えて接続すると音声が不自然になりますので 
ごミ主意ください。 

• 4n な下のスピーカーは接続しないでください。 

. スピーカー 端子に複数の スピーカーコー ドは接続しないでく 
ださい。故障の原因になります。 


を険 


回路の故障を防ぐため、スピーカー 


コードのしん線のプラスとマイナス 


を絶巧に接触させないでください。^ 

m 


フ□ント フ□ント 

スピーカー（右） スピーカー（ち) 



インピーダンスを切り換える 

本機は負荷に応じた周波数特性に含わせるため、接続する 
スピーカーによってイン ピー ダンスを「8〜]色 n」 または 
「4〜8 n」 に切り換えることびできます。 sni; (上のス 
ピーカーを接続する場合は、 SPEAKER IMPEDANCE 
SELECT 日 R つまみを「8〜1目 n」 に切り換えることをお 
すすめします。 
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接続をする 



オーディオ機巧を接続ずる 

、 

CD プレーヤーの接続 ( CD 端子) 

テレビなど再生機器の接続 ( LINE 1端子) 


CD プレーヤーの音声出力端子と本機の CD L/R 端テを接続 接続する機器の音声出力端子と本磯の LINE 1 L/R 端テを接 
します。 続します。 



レコードプレーヤ ー0^ ( PHONOm ?) 


本機はムービングマグネツト （MM) カート U ツジを使用す 
るレコードプレーヤー用に設計されています。 

レコードプレーヤーの接続コードを本機の PHONO L/R 端 
テに接続します。 PH 日 N 日な箭テにはシヨートピンび差し込 
んであります。ショートピンをはずしてか5接続してくだ 
さい。 


アース緑 



アース(接地)線のあるレコードプレーヤーは、アース線を本機 
の GND 端テに接続してくださし'1。ただし、レコードプレーヤー 
によっては、 アース線を接続すると逆にノイスび大きくなるこ 
とびあります。その場合は、アース線を接続する必要はありま 
せん。 



テレビに音青出力端子びない場合は、ビデオデッキの音声出力 
端テを本機と接続すると、ビデオデッキに内蔵されたテレビ 
チューナーでテレビの音をお楽しみいただけます。 

MD レコーダ~またはテープデッキの接続 
(LINE 2端テ) 

M 日レコーター•またはテープデッキの音声出力端子 (PLAY) 
と本機の LINE 2 IN L/R 端テを接続します。 

MD レコーダーまたはテープデッキの音声入力端モ (REC) 
と本機の LINE 2 OUT L/R 端テを接続します。 



ヒン 


MC カートリッジタイプのレコードプレーヤーをご使巧になる 
場をは、レコードプレーヤーに昇圧トランスまたはへッドアン 
プを接続します。 

次に、昇圧トランスやヘッドアンプの音芦出力端子と本機の 
PHONO L/R 端テを接続します。 
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接続をする 


プリアンプと接続すると本機をノ くワーアンプとして使用す 
ることびできます。プ1」アンプの PRE 出力端子と本機の 
MAIN IN L/R 端テを接続します。 



本機をパワーアン2として使用する場合は、前面パネルの 
D 旧 ECT ボタンを「日 N」 にするぶ、要びあります。（陪1已ぺ_ジ） 


電源コードを接続ずる 
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チューナーの音声出力端子と本機の TUNER L/R 端子を接 
続します。 



パワーアンプの接続 （PRE oum 子) 


パワーアンプを接続して本機をプ U アンプとして使用する 
ことびでさます。 

パワーアンプの入力端テと本機の PRE OUT L/R 端テを接 
続します。 


|〇1 

Is 



曇® 


咖 _ 

圖 

J 爆 



爆爆 

爆 

§1^ ■ 


u ;， か叫 


LINE IN I 

R0i-> 


D 旧 ECT ボタンの 「ON」、「OFF」 に関係なく出力されます。 
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チユーナーの接続 (TUNEF {端子) プリアンプの接続 (MAIN IN 端二_ 


ヒン 


こ ^まント ン。卜 
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巧5あ源セ てまセ 
^び電ンれりン 
a 性用 n 流あ n 
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にい使で覇巧るき瞬動細め 
前ては巧^」をすと ’の繊す 
るし外専：！ド続く。と器、す 
ず了1^機ン_接抜いる機どぉ 
続完ド本セ n を、されのなを 
接び-はン源ドしだ入ど-と 
を続 n ド n 電-続くをな夕こ 
ド 接源 I 源 5 n 接て源 I I る 
-の電 n 電か源にい電タュす 
n ての源巧巧電卜抜の-ピ続 
源べ属電庭山。ン5機ユン接 
電す付の家^すセか本ピ n に 
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だ。 
<い 
てさ 
しだ 
認< 
確で 
をい 
とな 
こ. 


源合の 
電に溝 
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音楽を鑑實する 


電源を入れる 


POWER スイッチ 




パつ一 

0 POWER 

本体の POWER スイツチを押す 

Qo 

!の一 

P 日 WER インジケーターび点灯します。 

■ ON OFF 

ごミま意 


電気回路び安定するまで約已秒かかります。 
その間は音声を出力しません。 


音質に関して 

•オーディオ用ピンコードはスピーカーコードと一緒に束ねると音質び低下しますのでごを意ください。 

•電源プラグの極性を変えると音び良くなることびあります。また、電源を入れた後、 ] 日〜3日分程度経過した方び音質 
は安定します。また、振動を受けやすい場所は避けて設置してください。 


接続した機器を再生ずる 


5ューテイング 

MUTING ボタン 



VOLUME A . ▼ボタン 



再生ずる機器を選ぶ 

入力切換つまみを回して、再生する機器を選びます。 

C □端テに接続した機器を再生します。 
TUNER 端テに接続した機器を再生します。 
LINE ] 端テに接続した機器を再生します。 
LINE 2端テに接続した機器を再生します。 
PH 日 N 日端テに接続した機器を再生します。 


CD 

チユーナ ー 

TUNER 

ライン 

LINE 1 

ライン 

LINE 2 
PHONO 


2 


選んだ機器の再生を始める 


11^-,.. 音量を調節する 

J ボリユーム ボリユーム 

本体の VOLUME つまみ、または U モコンの VOLUMEA/ ▼ボタンで音量を調節します。 



( -時的に音量をルさくずる） 

咬四咬 U モコンの MUTING ボタンを f 甲ず 

[( ミ:!-ティング 

MUTIN 白インジケーターび点滅します。 

解除ずるには 

もラー度 MUTING ボタンを押します。 

•1」モコンで音量を変えたり、本体の P 日 WER スイッチを押した場合にも解除されます。 
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音楽を鑑實する 


D 旧 ECT 機能を使5 

\ _ 

プ U アンプを接続し、本機をパワーアンプとして使巧することびでをます。 



ダイレクト 

D 旧 ECT ボタンを巧ず 

lON :プ U アンプを接続した場含、本機をパワーアンプとして使用することびできます。 
プリアンプの入力端テに接続した機器の音声を出力します。 

日 FF :本機の MAIN INUI かの入力端子に接続した機器の音声を出力します。 

ご注意 

-•<«■**<- - 

• DIRECT 機能を 「■■ ON 」 にしているとき、本機はパワーアンプとして働きます。本機の VOLUME つまみや 

入力切換つまみを回しても効果はありません。□旧 ECT 機能を「直 OFF 」 にしたとき入力切換つまみで選ん 
だ機器の音が出ますので、特に VOLUME つまみの位置にご注意ください。 71 」 7 。!^ 

• DIRECT 機能び 「—■ ON 」 になっていても、入力切換つまみで選んだ機器の音が PRE 日 UT 端テから出力さ 
れます。 


録音ずる 


あなたび録音したものは、個人として楽しむほかは著作権法上、権利者に無断で使用でさません。 




録音ずる機器を選ぶ 



入力切換つまみを回して、録音する機器（再生側）を選びます。 
• LINE 2に接続した機器は、録音でをません。 


と 録音する機器（録音側）の準備をする 

録音する機器を録音待機状態にします。 

•録音レベルの調整は、録音機器で行ってください。 

• 録音のしかたについては、録音機器の取扱説明書をご覧くださし、。 


〇 録音を始める 

手順？で選んだ再生機器を再生します。 

ごま意 

録音中に入力を切り換えないで<ださい。切り換えた入力の音び録音されます。 
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困つたとをは 


まず下の表で点検してみてください。接続した他機に原因びある場合ちありまずので、他機の取扱説明書ち参照しなが5 
あわせてご確認ください。 

♦夕章の最後にある数字は参照ページでず。 

電源 

電源が入5ない 

•電源プラグびコンセントか5抜けていないか確認してください。〔13) 

•一度電源プラグをコンセントか5抜き、己秒上待ってか5再度コンセントに差し込んでくださし、。 

電源が切れ、 POWER インジケーターが白色に点滅している 

• 保護回路び働いている可能性びあります。電源コードをコンセントか5抜き、お買い上げ店またはオンキヨーサービス 
センターにご連絡ください。 

曰户 

音声が出力されない 

•接続コードのプラグは輿まで差し込んで < ださい。〔11) 

• 接続した機器の入力端テ/出力端テに間違いびないか確認してください。 

• スピーカーコードの+ /—は正しく接続されているか、スピーカーコードのしん線部び本機のスピーカー端テの金属部 
に確実に固定されているか確認してください。 C 11] 

•入力び正しく選択されているか確認してください。〔14) _ _ 'バ 

•ミューティングインジケーターび点滅している場合は、 U モコンの MUTING ボタンを巧して解除してください。 

〔14〕 

• MC 力ート U ッジタイプのレコードプレーヤーをお使いの場合、昇圧トランスまたはへッドアンプび必要です。 C 123 
• ケーブルび巧れ®びったり、損傷していないか確認してください。 

•本機をパワーアンプとして使用しているとき （D 旧 ECT 機能び日 N になっているとき）は、プリアンプに接続した機器 
の音声び出力されます。本機をプリアンプとして使用するとさや、本機に接続した機器の音声を出力するには、 
□旧 ECT 機能を日 FF にしてください。 I ；1已〕 

ノイズび出る 

• オーディオ用ピンコードと電源コードなどを束ねると音質び努化しますので避けてください。 

• 接続コードび他機器の影響を受けている可能性びあります。接続コードの位置を変えてみてください。 

[ U モコン ] 

リモコン操作ができない 

•電池の極性（十/一）び正しく入っているか確認してください。 CIO ) 

•電池を2本とも新しいものと交換してみてください。 CIO ) 

• U モコンと本体の間び離れすぎていないか、 U モコンと本体の U モコン受光部の間に障害物びないかを確認してくださ 

し、。 CIO ) 

•本体の1」モコン受光部に強い光（インバーター堂光灯や直射日光）び当たっていると、 U モコン操作びできない場合び 
おります。 CIO ) 

•オーディオラックのドアに色付去ガラスび使用されていると、正常に機能しない場合びあります。〔10) 

録音 

録音ができない 

•録音機器側でデジタルやアナ□グなどの入力切換び正し<でさているか確認してください。本機はデジタル入力端テを 
装備していないため、アナ□グ接続による録音になります。 

•MAIN IN 端テに接続した機器は録音でをません。 


本機はマイク□コンピューターにより高度な機能を実現していまずが、ごくまれに列部か5の雑音や巧害ノイズ、ま 
た静電気の影響によって誤動作ずる場合がありまず。そのようなときは、電源プラグを抜いて、約已秒後にあ5ため 
て電源プラグを差し込んでください。 


製品の故障により正常に録音できなかったことによって生じた損害に D レンタル料等）については保証巧をになりま 
せん。大事な録音をずるときは、あ5かじめ正しく録音でをることを確認の上、録音を巧ってください。 
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まな仕様 


電源 • 電圧 
消費 電力 
最大外お寸法 
質 量 

音声入カアナ□グ 
音声出カアナ□グ 
プリァウト 
スピーカー 
定格出カフ□ント 
実用最大出カフ□ント 
全高調液軍率 

ダンピングファクター 
入力感度/インピーダンス 

出力電圧/インピーダンス 
PHONO 最大許容入力 
周波数特性 
S N 比 

ストカー適応イントダンス 


AC 100 V . 曰0/色 OHz 
1吕已 W 

43已（幅） X 81 .已搞さ） X 390 (契行 ） mm 
1 1.3 kg 

PHONO 、 TUNER 、 CD、LINE 1 、 LINE 2 、 MAIN IN 
LINE 2 
1( L / R ) 

1( L / R ) 

1 日 OW +1 日 OW (8 n 、 20 Hz 〜 20 kHz 、 全高周波歪率 2% U (下、 2 ch 駆動時) 
200 W +200 W (40 J 曰 TA ) 

2% (1 kHz 定格出力時） 

2% (4 日 Hz 〜2日 kHz 定格出力時） 

2已（フ□ント、 80) 

2日 OmV / 已日 kQ ( LINE ) 

2.曰 mV / 已 Okn (PHONO MM ) 

200 mV /2.2 kO (REG OUT ) 

130 mV ( MM . 1 kHz 0.5%) 

1 日 Hz 〜目日 kHz / 十] d 巨一 3 d 巨 ( CD ) 

100服 （ CD 、 IHF - A ) 

70 服 (PHONO IHF - A ) 

40 〜 160 


仕様およびが観は、性能向上のため予告なく変更することびあります。 
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修理にごいて 


■保註書 

この製品には保証書を別途添付していますので、お買い上 
げの際にお受け取りください。 

所定事項の記入および記載内容をご確認いたださ、大切に 
保管してください。 

保証期間は、お買い上げ曰より3年間です。 

■調子が悪いとさは 

意外な操作 S スび故障と思われています。 

この取扱説明書をわ5—度よ<お読みいただを、お調べく 
ださい。本機政がの原因ち考えられます。ご使用の他の 
オーディオ製品ちあわせてお調べください。それでをなお 
異常のあるとさは、電源プラグを抜いて修理を依頼してく 
ださい。 

修理を依頼されるとさは、下の事項をお買い上げの販売 
店、または付属の「オンキヨーご相談窓口 -修理窓口のご 
案内」記載のお近くのオンキヨー修理窓□までお知5せく 
ださい。 

^おる前 
^お電話番号 
^ご住所 

^製品ち La-ivl I 


■オン キヨー 修理窓□について 

詳細は付属の「オンキヨーご相談窓口 -修理窓□のご案 
内」をご覧ください。 

■保証期間中の修理は 

万一、故障や異常び生じたときは、商品と保証書をご持参 
ご提示のラえ、お買い上げの販売店またはおおくのオンキ 
ヨー修理窓□へご相談<ださし' i 。 詳細は保証書をご覧くだ 
さい。 

■保証期間経過後の修理は 

お買い上げ底、またはお近くのオンキヨー修理窓□へご相 
談ください。修理によって機能び維持できる場合はお客様 
のご要望によ0有料修理致します。 

■補修巧性能部品の保有期間について 

本機の補修用性能部品は、製造打ち切り後最低8年間保有し 
ています。この期間は経済産業省の指導によるちのです。 
性能部品とは、その製品の機能を維持するために必要な部 
品でず。保有期間経過後でわ、故障箇所によっては修理巧 
能の場含びありますのでお買い上げ店、またはお近くの才 
ンキヨー修理窓□へご相談ください。 


できるだけ詳しい故障げ況 
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ご購入されたとさにご記入 < ださい。 

修理を依頼されるとさなどに、おおに立ちます。 

ご購入年月日： 年ち 曰 

ご購入店名：_ 

Tel . () _ 

メモ： 


ONKYO 

71»3-说巧をな 

本お大阪府寝屋リ!市日新町 2-1 干 572-8540 



http://www.jp.onkyo.com/ 


製品のご使用方まについてのお問い合わせ先：カスタマーセンター Printed in Japan 

ナビ ダイヤル 〇日已 7 日 ( 日 1)81 11 (全国どこからでも市内通話料金で通話いただけます） G0408-2 

または » 日 72(831)81 11 (携帯電話、 PHS から） 


SN 2白343已已〇冉 

(C) Copyright 2004 0NKY0 CORPORATION Japan. All rights reserved. 
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